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竹園学園小中一貫教育研究の経過

24：小中一貫をいかに行うか
組織づくり，意識づくり，方策づくり

↓
26：小中一貫教育をいかに検証するか
学園体制を生かした学校評価の充実・強化

↓
25：小中一貫教育によって何を行うか
「竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の育成」

課題は協働的で創造的な学びの力

→ ９か年の継続した指導で達成

学びのスキルの系統表・学びのヒントシート



ねらい

小中一貫教育の取組の一環として，つくば竹園学園
（竹園東小・竹園西小・竹園東中）が連携・協働して，
学校評価（自己評価，学校関係者評価，第三者評価）
の体制を整備するための 実践研究を行い，評価結
果に基づいた具体的改善策を立て，学園運営の一層
の充実を図る。

学園一体の運営・研修組織（H24～）
学園企画会（月１） 部会代表者会（月１）
全体研修会（月１＋夏期研修） 学園研究発表会

授業を見合う会（単独で年５回，合同で年２回）

学園体制を生かした学校評価の充実・強化



基盤となる考え方の確認：近隣学校は評価者と
してどのように位置づけられだろうか
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実践の流れ １～５

１ 学校評価アンケート共通項目の作成
○学園共通評価項目：各校の項目に加えて実施
教職員用・児童生徒向け・保護者向け

３ 学校関係者評価委員会を実施
○各校で学校評議員・地域住民・保護者代表から意
見聴取
○資料としてアンケート結果と分析・改善案を提示

２ 学校評価アンケートの実施
○各校で集計・分析・考察（３種アンケートの比較）
○各校で自己評価会議



実践の流れ １～５

４ 共通項目の分析
○学園共通評価項目
について結果分析
横の相違／学校間
縦の変化／学年間

５ 第三者評価委員会（学園合同）
○三校の三者と外部専門家（筑波大教授）で協議
○自己評価・関係者評価の結果，共通項目分析結果

助言 アンケートの項目の立て方，質問表現の適否，分析デ
データの活用の仕方，グラフの示し方，検討会の持ち方，
アンケートの限界，学校評価の活用の仕方



学園全員研修会講話から
○自己評価と学校関係者評価
・教師（教育のプロ）が行う内部評価は厳密に
・結果の公表は分かりやすい表現で

○第三者評価（アウトサイダーの見方）
・全体的，専門的，客観的な評価の目を参考に
・学園内で他校の評価を見て意見を述べ合うの
も第三者評価

○全般
・評価は対話である。
気付かないことに気付く。
・教育的ニーズの在りかを
共に探る。



26年度 方策検証としての成果

• 施設分離型一貫教育校（学園）においては，学園他
校を評価者として位置づけることが不可欠である。

• その際，「目標・内容・方策」の共通理解と共通実践
が基盤であり，より具体的な共通評価項目の設定が
評価の有効性を高める。

• 学園合同の評価会議に外部専門家を加えることで，
第三者評価委員会として機能させることができる。

• その際，外部専門家への密な情報提供（参観・自己
評価・関係者評価の分析等）が重要である。

他学園実践から 学園が合同で関係者評価を行う場合にも，
第一次として各学校ごとの関係者評価を行うことが必要である。



26年度 学園・学校運営改善策の成果

• 小中の共通評価項目を設定したことにより，本学園
の小中一貫教育のねらいと方策が明確になった。

• 縦（１～９年），横（３校）の比較が可能になり，学園と
しての課題が明確になった。

• 三校が協働して学園評価を行うことで，学園としての
改善策を共有することができた。

• 外部の専門家を評価者としたことで，学校運営に関し
て専門的で客観的な助言を得ることができた。また，
評価方法の適正さや正確性を高める方法についても
具体例を示していただき，次年度の学校評価の改善
点が明らかになった。



27年度以降の取り組み

• 竹園学園共通項目のデータの積み上げ
経年変化 → より適切な改善策

• 竹園学園としての学校評価スタイルの継続
26年度学園担当外部専門家を学校評議員・学園
第三者評価委員に委嘱

• つくば市内他学園に「学園体制を生かした学園・学校
評価の充実・強化」の取り組みを拡大

各学園でのオリジナル化・進化

• 今後つくば市で新設が続く義務教育学校（施設一体
型学園）における学園評価の在り方について研究を
開始
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